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１ 研究の目的と背景 

客観的な景観評価をどのように実際の空間を操作すれ

ばよいのかまでを、一貫して検証した研究が少ないため現

在の景観計画では、既往研究による景観の解析手法は生か

されているとは言い難い。また、近年の景観整備で地域の

個性が重要視されていることから、本研究では豊富な温泉

資源と扇状地が造りだす世界的にも希有な湯けむり景観

をみせる観光地別府市を研究対象地とし、構図解析を用い

た景観整備指針をフォトモンタージュという可視化され

た媒体で示すことで、構図解析を実際の整備に反映するた

めの一連のシステムを提示することを目的とする。 
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２ 研究の方法 
研究の流れを図 1に示す。既往研究参 1)で示した構図解析

手法（リデュース法）を用いて湯けむり景観画像の構図解

析を行った。また、同様の構図解析手法により「選ばれる

景観」と「印象に残る景観」（以下S.L.とI.L.）の構図と湯
けむり景観の構図特性を比較し、特性に近い順に上位のラ

ンクを付ける。低ランクに属す既存の湯けむり景観は二つ

の景観条件に一致するようにフォトモンタージュにより

整備誘導画像を作成する。 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

３ リデュース法を用いた湯けむり景観の分類 

湯けむり景観画像の 165 枚中リデュース法により解析
が不可能な 3枚を除く 162枚を分析した。その結果、計 9
種類の構図に大分類することができた。また、表 1 に各
構図タイプと湯けむりの出現位置、および分類された画

像枚数を示す。 

４ 景観構成要素の分類 

湯けむり景観画像中に含まれる 51の景観構成要素（以
下要素）を整備にかかる労力の程度により 3つに分類し、
表 2に示す。 
【操作容易】樹木や電柱など移動を容易に行える要素。

【操作困難】建造物系の移動が容易でない要素。 
【操作不可能】地形を構成する要素や道路標識といった

移動が不可能な要素である。ただし本研究の目的が望ま

しい湯けむり景観の誘導であるため、湯けむりは操作の

対象としない。 

 
            
表 1 各構図タイプの画像分類枚数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 2 湯けむり景観を構成する要素と分類 

 

 

 

 

 

 

 

５ 湯けむり景観画像のランク付けと保全・整備対策 

 選ばれる・印象に残る景観の特性と比較した湯けむり

景観画像に特性の近い順、また特性を近づけるために要

する表 2 で示した要素の操作程度により 5 段階のランク
を付ける。そのフローを図 3に示す。要素の一致・不一 
致の判断はリデュース法により分類した湯けむり景観と
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S.L.と I.L.の構図、要素とその出現位置をまとめた表を比
較して行う。 

Start

まず湯けむり景観画像の構図がS.L.と I.L.の構図と一致
するか、しないかで振り分ける（図 3①）。 
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構図が一致する画像（図 3①-1）は要素が一致するか、
しないかで振り分ける（図 3②）。S.L.と I.L.のどちらにも
構図、要素が一致する画像は【ランクⅠ】、どちらかに一

致している画像は【ランクⅡ】とする。 
次に構図が不一致か、また一致するが要素が不一致で

ある画像は、一致させるために各構成面、オブジェクト

に出現する要素自体を削除する操作により景観整備対策

を提案する。不一致の要素が【操作容易】だけの場合は

【ランクⅢ】（図 3③）とし、【操作困難】の要素を含む場
合は【ランクⅣ】（図 3④）、【操作不可能】の要素を含む
場合は【ランクⅤ】（図 3⑤）の画像とする。 
操作を行った画像の例を図 2 に示す。この画像はS.L.
とI.L.の条件と一致させるためには「Ob1：柵」の操作を
必要としている。ただし、「柵」は【操作容易】であるこ

とから、kan0611はS.L.とI.L.の条件において【ランクⅢ】
と判別できる。同様の手順で操作が必要な要素の操作性

により、既存湯けむり景観場のランクを把握する。ただ

し、構図一致の操作が必要な画像、また要素削除の際に

構図が変化する画像は、構図として成立しなくなる場合

がある。一定の条件により補）これらの画像を【ランク外】

（図 3⑥）の画像として扱い、操作の対象から除いた。ま
た、上記の方法に従ってフォトモンタージュを行った画

像中に観光資源でない建物が含まれる場合（図 3⑦）も、
構図、要素ともに両景観と一致していてもその建物のテ

クスチャー変化により、さらに景観を望ましくできる可

能性があるため【ランク外】とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 フォトモンタージュの一例

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 3 湯けむり景観画像のランク付けフローチャート 
 
６ 総括 

 本研究は構図解析方法を実際の景観整備手法に反映す

るシステムを開拓、提示すべく以上の結果を提示すると

ともに、景観の視点場と対象場の属性を明らかにし、以

後の景観保全整備管理の可能性を探った。 
・ 別府市において、湯けむり景観を構成している要素 
  を 51種類抽出した。 
・ 抽出された構成要素を【操作容易】、【操作困難】、【操 
  作不可能】の 3パターンに分類した。 
・ 湯けむり景観画像をリデュース法を用いた分類と特 
  性把握を行った。 
・ 湯けむり景観画像のランク付けを行うことで、難易 
  度ごとに景観場の整備対策が必要である、という提 
  示を行った。 
 
補注①E面が1面でも存在する場合、全てを削除して0枚にはできない。ただし、最

奥面のE面の後方にF面が存在する場合は例外とする。②F面が存在する場合F1面

は削除できない。③S面が存在する全ての場合それを削除できない。 
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